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これまで、肺静脈隔離術（PVI）後の心房細動（AF）再発予測の非観血的
な方法は確立されていない。本研究の目的は、PVI 後の AF 再発における、
P波加算平均心電図（PSAECG）の有用性を検討することである。対象患者
は 2008 年から 2012 年の間に当院で初回 PVIを施行した、器質的心疾患を
伴わない 87名の患者。PSAECGはフクダ電子社製 FDX-6500 を使用し、FPD 
(filtered P-wave duration) と LP20( root mean square voltages in last 
20 ms of the filtered P-wave)を PVI 前後で測定した。PVI 後、全症例
で抗凝固薬が継続され、69 例では抗不整脈薬が継続された。PVI後の観察
期間は 2 年間で、3 ヶ月間を blanking period とし、AF 再発は、1-2 月毎
の 12誘導心電図記録により評価した。観察期間中に全 87 例中のうち、22
例で AF 再発を認め、11例が Paroxysmal-AF、11 例が Persistent-AF で再
発した。対象患者を AF 再発により、Non recurrence 群，Paroxysmal-AF 
recurrence群、Persistent-AF recurrence群の 3郡に分け、Non recurrence
群と Paroxysmal-AF recurrence 群、Non recurrence 群と Persistent-AF 
recurrence 群で、其々比較検討した。臨床背景にはほとんど有意差は認
められないが、左房径にのみ有意差が認められ、 Persistent-AF 
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recurrence群で有意な左房拡大を認めた。PVI 前の FPD、LP20 は、有意差
を認めないが、PVI 後の FPD、LP20 は、FPD は Non-recurrence 群に比べて、
Paroxysmal-AF recurrence 群で有意に短縮し、LP20 は Non-recurrence 群
に比べて、Paroxysmal-AF recurrence 群で有意に高値であった。以上よ
り、PVI 後の Paroxysmal-AF 再発の予測値として、PVI 後の LP20/FPD
（Post-LP20/FPD）が有用ではないかと考えた。Non-recurrence 群に比べ
て、Paroxysmal-AF recurrence 群では、Post-LP20/FPD は有意に高値で、
ROC曲線より得られた、感度、特異度共に良好なカットオフ値は 0.015(μ
V/msec) であった。対象患者を Post-LP20/FPD ≦0.015μV/msec と ＞
0.015μV/msec の 2 群に分けた Kaplan-Meier curve では、Paroxysmal-AF
の再発に有意差が認められ、Log rank test = 0.027であった。この結果
より、Post-LP20/FPD は、器質的心疾患を伴わない AF に対する PVI 施行
後の Paroxysmal-AF 再発の有用な予測因子となり得ると考えた。 
（合計 1193字） 
 
 
 
 
